
令和６年度  
管内景気動向調査報告  

【第１四半期：令和6年4月～6月】

高山西商工会
経営発達支援事業



調査概要

調査目的：管内小規模事業者の景気動向等を収集・周知することで、地域経済の動向

調査目的：把握並びに将来予測、それらを踏まえた事業活動に役立てていただく。

調査対象：高山西商工会管内の小規模事業者　１５事業者

調査目的：【内訳】製造業：３、建設業：２、小売業：４、サービス業：６

調査時期：令和6年6月下旬～令和6年7月中旬

調査方法：調査票を用いての聞き取り等

調査内容：売上高、仕入単価、客単価、客数、採算、資金繰り、従業員数、

調査内容：業界の景気状況、設備投資の有無　等
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業種
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製造業 3

建設業 2

小売・卸売業 4

サービス業 6



売上高：前年同時期（R5年4～6月）と比べて
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6.7％



仕入単価：前年同時期（R5年4～6月）に比べて
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6.7％

6.7％



客単価：前年同時期（R5年4～6月）に比べて
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6.7％

6.7％



客数：前年同時期（R5年4～6月）に比べて
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6.7％

6.7％

6.7％



採算：前年同時期（R5年4～6月）に比べて
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6.7％

6.7％

6.7％



資金繰り：前年同時期（R5年4～6月））と比べて
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6.7％



従業員数：前年同時期（R5年4～6月）と比べて
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6.7％



業界の景気状況：前年同時期（R5年4～6月）と比べて
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6.7％



景気判断の背景についてのコメント
【好転傾向】
● 業界としては予想通り、動きは鈍化傾向の3か月だったが、予定していた工事で稼働自体は良く、6月以降は工事案件も増

えてきている様子。（建設業）
● 客数は増えていると感じる。近隣の観光・レジャー施設からの紹介で予約されるお客がいるのでレジャー客も増えていると

思う。（宿泊サービス業）

【悪化傾向】
● 仕事量も増え前年より売上が増加しているが、仕入単価の増加により粗利が減少している。（木製品製造業）
● 非常に憂慮している。（木製品製造業）
● 受注率の減少。（建設業）
● 取り扱う商材の需要が著しく低下することが予想されるため、この先5年以内の廃業も検討中。（小売業）
● 値上げによる買い控え等により、客単価が上がらない。（食品小売業）
● 本年は車検台数が少ない年のため売上があがりにくい。中古車の仕入価格が上昇し利益が出にくくなった。（自動車小売業）

● すべての経費（生活費・仕入）が増加して大変。（生活関連サービス業）
● コロナ禍より客数が減っている。（飲食サービス業）
● 仕入単価は目に見えて増加しているが、利益は見えにくいので注意したい。（飲食サービス業）
● 油などの仕入値は上がった。（飲食サービス業）
● 売上がコロナ禍を経て増加したが、仕入単価･電気代･燃料代の増加で利益が追いつかない。（宿泊サービス業）
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今期（R6年4～6月）の景気状況
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今期（R6年4～6月）の採算（利益）
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6.7％



今期（R6年4～6月）の従業員数
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6.7％



景気状況：来期（R6年7～9月）の見通し
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採算（利益）：来期（R6年7～9月）の見通し
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6.7％



従業員数：来期（R6年7～9月）の見通し
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6.7％



今期（R6年4～6月）の設備投資の有無
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6.7％

6.7％



今期（R6年4～6月）実施した設備投資の内容

・厨房機器等（製造業）

・プラズマ切断機（建設業）

・タイヤチェンジャー（小売業）
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来期（R6年7～9月）の設備投資の計画の有無
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6.7％



来期（R6年7～9月）に計画している設備投資の内容

・既存設備のメンテナンス他（建設業）

・車両（自動車小売業）

・屋根修理（飲食サービス業）
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自由記入欄へのコメント

● 取引先の話によると、昨年は通販の売上が増えたが、近頃は人々の
消費が観光やレジャーに移行したのか減少している。夏に向け展示
会開催などを予定しており、販促に力を入れているとのこと。（木製品
製造業）

● 人員を増やしたいが現状では難しい。（木製品製造業）
● コロナ禍で借り入れた融資の返済が大変で経営を圧迫している（宿

泊サービス業）

23


